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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微生物を用いて有機性廃水を浄化する有機性廃水処理システムであって、
　略密閉された嫌気性無終端水路内で有機性廃水を循環させ、メタン発酵させる嫌気性処
理手段と、
　前記嫌気性処理の後段処理として、好気性無終端水路内で前記嫌気性処理水を曝気しな
がら循環させ、好気性微生物に有機物を分解させる好気性処理手段と、を備え、
　前記嫌気性無終端水路内に、メタン発酵微生物群の定着可能な固定床が設置され、前記
好気性無終端水路内に、好気性微生物の定着可能な固定床が設置された有機性廃水処理シ
ステム。
【請求項２】
　略密閉された嫌気性無終端水路内で有機性廃水を循環させ、メタン発酵させる嫌気性処
理工程、及び、前記嫌気性処理工程の後段処理として、前記嫌気性処理水を曝気しながら
好気性無終端水路内を循環させ、好気性微生物に有機物を分解させる好気性処理工程を少
なくとも備え、
　前記嫌気性無終端水路内に、メタン発酵菌群の定着可能な固定床が設置され、前記好気
性無終端水路内に、前記好気性微生物の定着可能な固定床が設置された有機性廃水処理方
法。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、略密閉された嫌気性循環水路内でメタン発酵を行う有機性廃水処理システム
、該嫌気性処理の後段処理としてオキシデーションディッチ法による好気性処理を行う有
機性廃水処理システム、嫌気性又は好気性微生物の定着可能な固定床（例えば、不織布な
ど）を設置した有機性廃水処理システム、それらと同様の有機性廃水処理方法などに関連
する。
【背景技術】
【０００２】
　生活廃水・産業廃水など、有機物含有量の高い廃水が自然界の自浄作用を上回って河川
などに流入すると、水質汚濁が進行する。有機性廃水が河川などに流入すると、一時的に
好気性微生物が増殖し、溶存酸素が減少する。これにより、今度は、嫌気性微生物が活発
になり、悪臭・水生生物への悪影響などが引き起こされ、生活環境・自然環境の悪化につ
ながる。そこで、水質汚濁を防止するために、河川などに放流する前に、有機性廃水の適
切な浄化処理を行うことが好ましい。
【０００３】
　有機性廃水の浄化手段として、活性汚泥法、メタン発酵法などが広く採用されている。
【０００４】
　活性汚泥法は、好気性微生物を含む汚泥（活性汚泥）と有機性廃水を曝気しながら混合
・攪拌し、有機物を酸化分解する廃水処理方法である。
【０００５】
　酸素の存在のもとに、活性汚泥と有機性廃水を適当な比率で混合・攪拌すると、活性汚
泥中の好気性微生物が有機物を利用して増殖し、微生物・有機物・無機物などの浮遊性粒
子が凝集してフロックを形成する。良好なフロックは、凝集性・沈降性に優れているため
、曝気後、汚泥を沈降分離・ろ過処理などで水中から除去することにより、清浄な水を得
ることができる。
【０００６】
　活性汚泥法には、標準的活性汚泥法のほか、長時間曝気法（長時間エアレーション法）
、オキシデーションディッチ法（酸化溝法）、二段曝気法、嫌気好気法（ＡＯ法）膜分離
活性汚泥法などを含め、多くの変法が開発・実用化されている。
【０００７】
　そのうち、オキシデーションディッチ法は、循環水路（無終端水路）内で曝気しながら
廃水を循環させることにより、活性汚泥と有機性廃水を混合・攪拌し、有機物を分解させ
る廃水処理方法である。運転管理上の操作が簡単である、流入廃水に水量・水質の時間的
変動があっても安定した有機物除去を行うことができる、汚泥発生量を少なくできる、曝
気量が少なくて済むため維持管理費を抑制できる、などの利点を有し、比較的小規模な廃
水処理施設などで多く採用されている。
【０００８】
　一方、メタン発酵法は、有機性廃水・有機性廃棄物などを嫌気性微生物によって分解さ
せ、メタンを発生させる方法である。メタン発酵により、有機物がメタン・二酸化炭素・
水などに分解される。メタンはエネルギー源としても利用できる。メタン発酵は、嫌気性
条件で行われるため、曝気動力などが不要であり、省エネルギーな処理方法である。また
、メタン発酵により、有機物含有量の高い廃水についても分解・浄化処理できる。
【０００９】
　メタン発酵法には、常温で発酵させるもののほか、３７℃付近で発酵させる中温発酵法
、５５℃付近で発酵させる高温発酵法がある。そのうち、高温発酵法は、加温するための
エネルギー損失が大きい反面、有機物の分解効率が高い、発酵タンクを小さくできる、高
温殺菌処理がなされるなどの利点を有する。
【００１０】
　特許文献１には、メタン生成菌その他の嫌気性微生物群を用いた有機物含有液の嫌気処
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理方法及び装置が記載されている。また、オキシデーションディッチ法に関して、例えば
、特許文献２には、曝気槽の前段に流量調整槽を設け、沈殿槽で沈殿させた汚泥を流量調
整槽に返送し、流入下水と混合して汚泥を完全嫌気状態にした後、曝気槽に流入させるオ
キシデーションディッチにおける脱窒・脱リン方法が、特許文献３には、膜分離式オキシ
デーションディッチにおける窒素除去方法及び装置が、特許文献４には、好気ゾーンと嫌
気ゾーンを備えたオキシデーションディッチ方法及び装置が、特許文献５には、オキシデ
ーションディッチ型水処理装置の制御方法及び制御装置が、それぞれ記載されている。
【特許文献１】特許第４３６８１７１号公報
【特許文献２】特開平７－２９００８３号公報
【特許文献３】特開２００３－１２９３号公報
【特許文献４】特開２００３－２８５０９５号公報
【特許文献５】特開平８－３２３３８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、浄化処理能力の高い廃水処理手段を提供することなどを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明では、第一に、微生物を用いて有機性廃水を浄化する有機性廃水処理システムで
あって、略密閉された嫌気性循環水路内で有機性廃水を循環させ、メタン発酵させる嫌気
性処理手段を備えた有機性廃水処理システム、及び、それと同様の有機性廃水処理方法を
提供する。
【００１３】
　循環水路内で嫌気性処理（メタン発酵）を行うことにより、省動力で反応槽を混合・攪
拌できるため、運転コストを低減しつつ、分解基質とメタン発酵微生物群との接触機会を
保持させることができ、従来のメタン発酵処理施設とほぼ同等の廃水処理能力を保持でき
る。また、消化槽など建設費用を省略できるため、廃水処理施設建設の低コスト化を図る
ことができる。加えて、例えば、嫌気性循環水路内にメタン発酵微生物群の定着可能な固
定床が設置することにより、嫌気性処理能力を大幅に向上でき、かつ、廃水処理の高速化
又は廃水処理施設の小型化が可能になる。
【００１４】
　本発明では、第二に、嫌気性処理の後段処理として、好気性循環水路内で嫌気性処理水
を曝気しながら循環させ、好気性微生物に有機物を分解させる好気性処理手段を備えた有
機性廃水処理システム、及び、それと同様の有機性廃水処理方法を提供する。
【００１５】
　嫌気性処理の後段処理としてオキシデーションディッチ法による浄化処理を行うことに
より、浄化処理能力を大幅に向上できる。従って、有機物含有量の高い廃水や有機物含有
量の変動の大きな廃水が流入した場合でも、適切に浄化処理を行うことができる。その他
、好気性循環水路内に、好気性微生物の定着可能な固定床を設置することにより、浄化処
理能力をさらに大幅に向上できる。
【００１６】
　以上のように、循環水路内でメタン発酵を行うとともに、嫌気性処理（メタン発酵処理
）と好気性処理（オキシデーションディッチ法による処理）とを連続して行うことにより
、有機性廃水に対する浄化処理能力を大幅に向上できるため、大規模廃水処理が可能にな
る。また、従来の廃水処理手段と比較して、同等の処理能力のまま、廃水処理施設自体を
大幅に小型化できる。
【００１７】
　その他、嫌気性処理手段と好気性処理手段の両者を循環水路にし、両者の形状・水循環
手段などを近似させることにより、この廃水処理システムの建設コスト・運転コストを軽
減できるという有利性がある。
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【発明の効果】
【００１８】
　本発明により、有機性廃水に対する浄化処理能力を向上できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　＜本発明に係る有機性廃水処理システムについて＞
　本発明に係る有機性廃水処理システムの例について、以下、図１及び図２を用いて説明
する。なお、本発明は、略密閉された嫌気性循環水路内で有機性廃水を循環させ、メタン
発酵させる嫌気性処理手段を備えた構成を少なくとも有する有機性廃水処理システムをす
べて包含し、以下に示す実施形態のみに狭く限定されない。
【００２０】
　図１は、本発明に係る有機性廃水処理システムの例を示す概略模式図である。
【００２１】
　図１に示す有機性廃水処理システムＡは、有機性廃水を貯留する貯留槽１と、略密閉さ
れた嫌気性循環水路２１内で有機性廃水を循環させ、メタン発酵させる嫌気性処理手段２
と、好気性循環水路３１内で有機性廃水を曝気しながら循環させ、好気性微生物に有機物
を分解させる好気性処理手段３と、を備える。
【００２２】
　図１の有機性廃水処理システムＡでは、有機性廃水は、まず嫌気性処理手段２に供給さ
れ（符号Ｘ１参照）、その循環水路２１内を循環する（符号Ｘ２参照）。その際に、前段
処理として嫌気性処理が行われ、メタン発酵により、有機物が分解される。メタン発酵に
より発生したバイオガスは回収され（符号Ｙ１参照）、エネルギー資源として利用できる
。
【００２３】
　次に、嫌気性処理手段２によって処理された一次処理水は、好気性処理手段３に送られ
（符号Ｘ３参照）、その循環水路３１内を循環する（符号Ｘ４参照）。その際に、好気性
処理が行われ、有機物が分解される。以上の過程を経て、浄化処理された処理水を得る（
符号Ｘ５参照）。
【００２４】
　貯留槽１は、廃水処理前に、有機性廃水を貯留する部位で、必要に応じて適宜設けるこ
とができる。例えば、ポンプなど公知の供液手段（図示せず。）などを用いて、供給量を
調節しながら、嫌気性処理手段２に有機性廃水を供給する構成にし、連続的に有機性廃水
処理システムＡの運転を行ってもよい。
【００２５】
　有機性廃水は、有機物を含有する廃水であればよく、例えば、生活廃水（台所・浴場・
洗濯・清掃などで生じた廃水、し尿などを含む。）、産業廃水（食品工場・バイオ燃料製
造工場・その他の工場などで発生した工場廃水、し尿などの畜産廃水などを含む。）、各
種汚濁物質やその他の有機性廃棄物の水混合液、並びにそれらと雨水が混合した下水など
を広く包含する。
【００２６】
　嫌気性処理手段２は、略密閉された循環水路（無終端水路）２１を備える。この水路２
１内で有機性廃水を循環させ、嫌気性条件下でメタン発酵させることにより、有機物を分
解し、かつ発生したバイオガスをエネルギー資源として回収する。
【００２７】
　上述の通り、循環水路内でメタン発酵を行うことにより、省動力で反応槽を混合・攪拌
できるため、運転コストを低減しつつ、分解基質とメタン発酵微生物群との接触機会を保
持することができ、従来のメタン発酵処理施設とほぼ同等の廃水処理能力を保持できる。
また、消化槽など建設費用を省略できるため、廃水処理施設建設の低コスト化を図ること
ができる。
【００２８】
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　嫌気性処理手段２は、循環水路を形成していればよく、その形状・材質・大きさ・深さ
などは特に限定されない。例えば、鉄筋コンクリートなどで所定の溝を形成してもよい。
なお、嫌気性処理手段２と後述する好気性処理手段３の形状・水循環手段などを近似させ
ることにより、建設コスト・運転コストを削減できる。
【００２９】
　嫌気性処理手段２では、嫌気性処理を行うので、略密閉構造にする必要がある。略密閉
構造にする手段については、公知の方法を用いることができ、特に限定されない。
【００３０】
　一般に、メタン発酵は常温でも反応が進行するが、メタン発酵の反応効率を高める観点
から、循環水の温度を中温（３７℃前後、例えば、３０～４０℃）又は高温（５５℃前後
、例えば、５０～７０℃）に調節する機構を備える構成にしてもよい。
【００３１】
　これにより、有機物の分解効率（有機性廃水の浄化能力）を高くでき、循環水路２１を
小型化できる。その他、例えば、高温でメタン発酵処理を行うことには、高温殺菌処理が
なされるなどの有利性もある。なお、中温発酵又は高温発酵を行う場合には、貯留槽１、
嫌気性処理手段２、その間の流路（符号Ｘ１の部分）などに、適宜、加温手段、温度調節
手段などを設置してもよい（図示せず）。加温手段、温度調節手段は、公知のものを用い
ることができる。
【００３２】
　嫌気性循環水路２１内に、メタン発酵微生物群の定着可能な固定床２２を設置してもよ
い。嫌気性循環水路内に固定床２２を設置し、その固定床２２にメタン発酵微生物群を定
着させることにより、嫌気性処理能力を向上できる。これにより、有機物含有量の高い有
機性廃水に対する浄化処理能力を大幅に向上でき、かつ、廃水処理の高速化又は廃水処理
施設の小型化が可能になる。また、流入する有機物の含有量に大きな変動がある場合にも
、同程度に浄化された処理水を安定的に得ることができる。
【００３３】
　固定床２２は、メタン発酵微生物群が定着可能な材質で構成されていればよく、特に限
定されない。例えば、アラミド繊維、ガラス繊維、セルロース繊維、ナイロン繊維、ビニ
ロン繊維、ポリエステル繊維、ポリオレフィン繊維、フェルトなどからなる織布・不織布
、フェルトなどの不織布、アクリル繊維などからなる炭素繊維、炭素繊維を配合した不織
布、ポリエステル綿などは、多孔質で微生物が付着しやすい点、比較的安価で設置も容易
な点などから好適である。
【００３４】
　嫌気性循環水路２１内に供給された廃水の循環手段２３は公知のものを用いることがで
き、特に限定されない。例えば、図１に示すように、攪拌羽根などを回転させることによ
り循環水を形成してもよいし、ポンプ（図示せず。）など公知の液循環手段で貯留水を循
環させてもよい。循環手段２３は、一箇所に設置してもよく、複数個所に設置してもよい
。また、循環手段２３の位置・向きなども、貯留水が一定方向に循環されるように適宜設
定すればよい。
【００３５】
　好気性処理手段３は、循環水路（無終端水路）３１を備える。この循環水路３１内で有
機性廃水・嫌気性処理水を曝気しながら循環させることにより、好気性微生物に有機物を
分解させる。
【００３６】
　好気性処理手段３は、循環水路を形成していればよく、その形状・材質・大きさ・深さ
などは特に限定されない。例えば、前記と同様、鉄筋コンクリートなどで所定の溝を形成
してもよい。
【００３７】
　好気性循環水路３１内に、好気性微生物の定着可能な固定床３２を設置してもよい。上
記と同様、好気性循環水路３１内に固定床３２を設置し、その固定床３２に好気性微生物
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を定着させることにより、好気性処理能力を向上できる。また、嫌気性処理（メタン発酵
処理）と好気性処理（オキシデーションディッチ法による処理）を連続的に行うとともに
、固定床２２、３２のいずれか又は両方を設置することで、有機性廃水に対する浄化処理
能力をさらに大幅に向上できる。
【００３８】
　固定床３２は、好気性微生物が定着可能な材質で構成されていればよく、特に限定され
ない。例えば、上記と同様、アラミド繊維、ガラス繊維、セルロース繊維、ナイロン繊維
、ビニロン繊維、ポリエステル繊維、ポリオレフィン繊維、フェルトなどからなる織布・
不織布、フェルトなどの不織布、アクリル繊維などからなる炭素繊維、炭素繊維を配合し
た不織布、ポリエステル綿などは、多孔質で微生物が付着しやすい点、比較的安価で設置
も容易な点などから好適である。
【００３９】
　好気性循環水路３１内に供給された廃水の循環手段３３は公知のものを用いることがで
き、特に限定されない。例えば、上記と同様、攪拌羽根などを回転させることにより循環
水を形成してもよいし、ポンプ（図示せず。）など公知の液循環手段で貯留水を循環させ
てもよい。循環手段３３は、一箇所に設置してもよく、複数個所に設置してもよい。また
、循環手段３３の位置・向きなども、貯留水が一定方向に循環されるように適宜設定すれ
ばよい。
【００４０】
　好気性処理手段３では、好気性条件を維持するため、好気性循環水路３１内に曝気手段
３４を設ける。曝気手段３４は、公知のものを採用できる。また、上記の液循環手段３３
で貯留水を循環させるとともに曝気する構成にしてもよい。但し、例えば、図１では、好
気性循環水路内に固定床３２を設置することにより、好気性微生物が増殖している。従っ
て、高い浄化処理能力を維持するためには、貯留水の溶存酸素を高く維持する必要がある
ため、曝気手段３４を別途設置し、貯留水への酸素供給を充分に行うことが好ましい。
【００４１】
　以上の通り、図１に示す有機性廃水処理システムＡは、嫌気性処理手段２（メタン発酵
処理）と好気性処理手段３（オキシデーションディッチ法による処理）の両方を備える。
【００４２】
　メタン発酵による嫌気性処理とオキシデーションディッチ法による好気性処理を連続的
に行うことにより、運転管理上の操作が簡単である、流入廃水に水量・水質の時間的変動
があっても安定した有機物除去を行うことができる、汚泥発生量を少なくできる、曝気量
が少なくて済むため維持管理費を抑制できる、などのオキシデーションディッチ法におけ
る各利点を保持したまま、有機性廃水に対する浄化処理能力をさらに大幅に向上できる。
従って、従来のメタン発酵法又はオキシデーションディッチ法による廃水処理と比較して
、同等の処理能力を保持したまま、廃水処理施設自体をさらに大幅に小型化できる。
【００４３】
　図２は、本発明に係る有機性廃水処理システムの別の例を示す概略模式図である。
【００４４】
　図２に示す有機性排水処理システムＡ’は、嫌気性循環水路２１内で有機性廃水を曝気
しながら循環させ、メタン発酵微生物群に嫌気性処理をさせる嫌気性処理手段２を備え、
この嫌気性循環水路２１内に、メタン発酵微生物群の定着可能な固定床２２が設置された
構成を有する。
【００４５】
　図２の有機性廃水処理システムＡ’では、有機性廃水は、嫌気性処理手段２に供給され
（符号Ｘ１参照）、その循環水路２１内を循環する（符号Ｘ２参照）。その際に、メタン
発酵による嫌気性処理が行われ、有機物が分解されるとともに、メタン発酵により発生し
たバイオガスは回収される（符号Ｙ１参照）。以上の過程を経て、浄化処理された処理水
を得る（符号Ｘ３参照）。なお、循環手段２３については、図１と同様である。
【００４６】
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　固定床２２の設置箇所については、特に限定されない。例えば、図１と同様、循環水路
２１の周壁面などに設置してもよいし、循環水路２１内に固定床設置面を別途設け、その
箇所に固定床２２’を設置してもよい。
【００４７】
　固定床２２の設置方法についても、特に限定されない。例えば、循環水路２１の周壁面
や固定床設置面などに打設・貼付などして設置してもよいし、固定床２２を予め設置した
枠体・板状体などを循環水路内に設置・固定してもよい。
【００４８】
　なお、この固定床の設置箇所・設置方法などは、図１で示した好気性処理手段３におけ
る固定床３２の設置にも適用できる。
【００４９】
　＜本発明に係る有機性廃水処理方法について＞
　本発明に係る有機性廃水処理方法について、以下、説明する。
【００５０】
　本発明に係る有機性廃水処理方法は、好気性処理工程の前段処理として、略密閉された
嫌気性循環水路内で有機性廃水を循環させ、メタン発酵させる嫌気性処理工程（第一工程
）と、嫌気性処理水又は有機性廃水を曝気しながら循環させ、好気性微生物に有機物を分
解させる好気性処理工程（第二工程）とを含む。但し、第一工程と第二工程のいずれかの
みを含む有機性廃水処理方法についても本発明に広く包含され、本発明は第一工程と第二
工程の両者を含むもののみに狭く限定されない。
【００５１】
　嫌気性処理工程（第一工程）では、好気性処理工程（第二工程）の前段処理として、嫌
気性循環水路内で有機性廃水のメタン発酵を行い、該廃水中の有機物を分解するとともに
、発生したバイオガスをエネルギー資源として回収する。
【００５２】
　好気性処理工程の前段処理として嫌気性処理を行うことにより、廃水からバイオガスを
生成できるほか、システムＡ全体における有機性廃水に対する浄化処理能力を大幅に向上
できる。
【００５３】
　また、嫌気性処理と好気性処理の両方を循環水路内で行うことにより、建設コスト・運
転コストを削減できる。
【００５４】
　嫌気性循環水路内に、メタン発酵菌群の定着可能な固定床を設置してもよい。嫌気性循
環水路内に固定床を設置し、その固定床にメタン発酵菌群を定着させることにより、嫌気
性処理能力を向上できる。これにより、有機物含有量の高い有機性廃水に対する浄化処理
能力を大幅に向上できる。また、流入する有機物の含有量に大きな変動がある場合にも、
同程度に浄化された処理水を安定的に得ることができる。
【００５５】
　続いて、好気性処理工程（第二工程）では、好気性循環水路内で有機性廃水・嫌気性処
理水を曝気しながら循環させ、好気性微生物に有機物を分解させることにより、廃水の浄
化処理を行う。
【００５６】
　好気性循環水路内に、好気性微生物の定着可能な固定床を設置してもよい。上記と同様
、好気性循環水路内に固定床を設置し、その固定床に好気性微生物を定着させることによ
り、好気性処理能力を向上できる。また、嫌気性処理（メタン発酵処理）と好気性処理（
オキシデーションディッチ法による処理）を連続的に行うとともに、いずれか又は両方の
循環水路内に固定床を設置することで、有機性廃水に対する浄化処理能力をさらに大幅に
向上できる。
【００５７】
　以上の通り、嫌気性処理（メタン発酵処理）と好気性処理（オキシデーションディッチ
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法による処理）を連続的に行うことにより、運転管理上の操作が簡単である、流入廃水に
水量・水質の時間的変動があっても安定した有機物除去を行うことができる、汚泥発生量
を少なくできる、曝気量が少なくて済むため維持管理費を抑制できる、などのオキシデー
ションディッチ法における各利点を保持したまま、有機性廃水に対する浄化処理能力をさ
らに大幅に向上できる。従って、従来のオキシデーションディッチ法による廃水処理手段
と比較して、同等の処理能力を保持したまま、廃水処理施設自体をさらに大幅に小型化で
きる。
【実施例１】
【００５８】
　実施例１では、蒸留酒製造工程で生成された廃水を用いて、本発明に係る有機性廃水処
理の性能試験を行った。
【００５９】
　有機性廃水処理システムの試作モデルとして、次のものを製作した。６Ｌ容の略密閉さ
れた嫌気性循環水路及び６Ｌ容の好気性循環水路を製作し、両循環水路に攪拌器を設置す
るとともに、好気性循環水路には曝気装置を設置し、嫌気好気処理の試作モデルとした。
また、両循環水路の壁面に、固定床としてポリエチレン製の不織布を設置し、固定床嫌気
好気処理の試作モデルとした。
【００６０】
　これらの各試作モデルに、蒸留酒製造工程で生成された廃水（流入水質及び負荷率につ
いては下記表１参照）を供給し、嫌気性循環水路で水理学的滞留時間８日間処理し（第一
処理）、次に、好気性循環水路で水理学的滞留時間８日間処理し（第二処理）、水質を測
定した。
【００６１】
　水質測定の結果を表１及び表２に示す。表１は嫌気好気処理の試作モデルにおける水質
測定の結果を、表２は固定床嫌気好気処理の試作モデルにおける水質測定の結果を、それ
ぞれ表す。表中、「ＣＯＤ　Ｃｒ」は二クロム酸カリウムを用いて測定した化学的酸素要
求量（Chemical oxygen demand）を、「ＳＳ」は浮遊物質（Suspended
solids）を、「ＶＳＳ」は揮発性浮遊物質（Volatile suspended solids）を、それぞれ
表す。表中、「流入水質」は試験に用いた廃水の水質を、「負荷率」は廃水処理システム
に供給した廃水の水質を１日当たりで換算した値を、「嫌気処理後」は第一処理後の水質
を、「好気処理後」は第一処理及び第二処理後の水質を、それぞれ表す。
【表１】

【表２】

【００６２】
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　また、表１及び表２から算出された分解率を表３及び表４に示す。表３は嫌気好気処理
の試作モデルにおける分解率を、表４は固定床嫌気好気処理の試作モデルにおける分解率
を、それぞれ表す。表中、「第一処理後の分解率」は処理前の廃水（流入水質）と比較し
た場合における第一処理後の有機物の分解率を、「第一～第二処理の分解率」は第一処理
後の処理水と比較した場合における第二処理後の有機物の分解率を、「全体の分解率」は
処理前の廃水（流入水質）と比較した場合における第一処理・第二処理後の有機物の分解
率を、それぞれ表す。
【表３】

【表４】

【００６３】
　表１及び表３に示す通り、流入水質１６，６００ｍｇ／Ｌの有機性廃水を、水理学的滞
留時間８日間、循環水路で嫌気性処理を行った場合、例えば、ＣＯＤ　Ｃｒにおける分解
率が７３．３％であった。この値は、消化槽などを用いた通常のメタン発酵における処理
能力とほぼ同等である。一方、上述の通り、循環水路内でメタン発酵を行うことにより、
建設コスト、運転コストを低減できる。従って、本結果は、嫌気性処理を循環水路で行う
ことにより、建設コスト、運転コストを低減でき、かつ、通常のメタン発酵の場合とほぼ
同等の処理能力を保持できることを示唆する。
【００６４】
　また、表２及び表４に示す通り、嫌気性処循環水路の壁面に、固定床としてポリエチレ
ン製の不織布を設置した場合、例えば、ＣＯＤ　Ｃｒにおける分解率が９３．０％であっ
た。この結果は、嫌気性循環水路内に、メタン発酵微生物群の定着可能な固定床を設置す
ることにより、メタン発酵処理能力を大幅に向上できることを示す。
【００６５】
　一方、表１及び表３に示す通り、嫌気性処理と好気性処理を連続的に行った場合（嫌気
好気処理）、例えば、ＣＯＤ　Ｃｒにおける分解率が９１．１％であった。この結果は、
嫌気性処理の後段処理として循環水路内で好気性処理を行うことにより、メタン発酵処理
能力を大幅に向上できることを示す。
【００６６】
　また、表２及び表４に示す通り、両循環水路に不織布を設置した場合（固定床嫌気好気
処理）、例えば、ＣＯＤ　Ｃｒにおける分解率が９９．３％であった。この結果は、固定
床メタン発酵処理と固定床オキシデーションディッチ法による処理を連続的に行うことに
より、有機性廃水に対する浄化処理能力をさらに大幅に向上できることを示す。
【００６７】
　なお、両循環水路に不織布を設置した場合と不織布を設置しなかった場合の両者とも、
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本試験の嫌気性処理において得られたバイオガス回収量は、約１ＮＬ／Ｌ－ｒｅａｃｔｏ
ｒ／日、メタン濃度は約６０％であった。
【実施例２】
【００６８】
　実施例２では、有機物負荷を増大させて、本発明に係る有機性廃水処理の性能試験を行
った。
【００６９】
　実施例１と同様、６Ｌ容の略密閉された嫌気性循環水路及び６Ｌ容の好気性循環水路を
作成し、両循環水路に攪拌器を設置するとともに、好気性循環水路には曝気装置を設置し
、両循環水路の壁面にポリエチレン製の不織布を設置し、固定床嫌気好気処理の試作モデ
ルとした。
【００７０】
　この試作モデルに、蒸留酒製造工程で生成された廃水（流入水質及び負荷率については
下記表５参照）を供給し、嫌気性循環水路で水理学的滞留時間３日間処理し（第一処理）
、次に、好気性循環水路で水理学的滞留時間３日間処理し（第二処理）、水質を測定した
。
【００７１】
　水質測定の結果を表５に示す。表５は有機物含有量の高い廃水を固定床嫌気好気処理し
た場合における水質測定の結果を表す。表中の各項目は、表１又は表２と同様である。
【表５】

【００７２】
　また、表５から算出された分解率を表６に示す。表中の各項目は、表３又は表４と同様
である。
【表６】

【００７３】
　表５及び表６に示す通り、本発明に係る固定床嫌気好気処理を行うことにより、有機物
負荷の高い廃水であっても充分量の有機物を分解できた。この結果は、固定床メタン発酵
処理と固定床オキシデーションディッチ法による処理を連続的に行うことにより、有機性
廃水に対する浄化処理能力をさらに大幅に向上できることを示す。
【００７４】
　なお、本試験の嫌気性処理において得られたバイオガス回収量は、約３．６５ＮＬ／Ｌ
－ｒｅａｃｔｏｒ／日、メタン濃度は約６０％であった。
【実施例３】
【００７５】
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　実施例３では、実施例２と同様の試作モデルに、実施例２と同様の水質の廃水を供給し
、ＣＯＤ　Ｃｒの分解率が流入水質の９０％以上になる水理学的滞留時間を算出した。な
お、固定床を設置していない好気性循環水路で好気性処理のみを行った場合には、ＣＯＤ
　Ｃｒの分解率が流入水質の９０％以上にならなかった。
【００７６】
　結果を表７に示す。表７は、各条件で浄化処理を行った場合における水理学的滞留時間
を表す。表中、「嫌気処理・固定床なし＋好気処理・固定床なし」は、固定床を設置して
いない嫌気性循環水路で嫌気性処理を行った後、固定床を設置していない好気性循環水路
で好気性処理を行った場合の結果を、「嫌気処理のみ・固定床あり」は、固定床を設置し
た嫌気性循環水路で嫌気性処理を行い、好気性処理は行わなかった場合の結果を、「嫌気
処理・固定床あり＋好気処理・固定床あり」は、固定床を設置した嫌気性循環水路で嫌気
性処理を行った後、固定床を設置した好気性循環水路で好気性処理を行った場合の結果を
、それぞれ表わす。表中の日数は水理学的滞留時間を表し、それぞれ、嫌気性処理を行っ
た日数、好気性処理を行った日数、その合計の水理学的滞留時間をそれぞれ表わす。

【表７】

【００７７】
　表７に示す通り、嫌気性処理と好気性処理を行うことにより、有機物含有量の高い有機
性廃水であっても、所定期間内に、ＣＯＤＣｒの値で、流入水質の９０％以上まで有機物
を分解できた。また、嫌気性循環水路に固定床を設置することにより、また、嫌気性循環
水路と好気性循環水路の両方に固定床を設置することにより、水理学的滞留時間を顕著に
短縮できた。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】本発明に係る有機性廃水処理システムの例を示す概略模式図。
【図２】本発明に係る有機性廃水処理システムの別の例を示す概略模式図。
【符号の説明】
【００７９】
　　１　　　　　貯留槽
　　２　　　　　嫌気性処理手段
　　２１　　　　嫌気性循環水路
　　２２　　　　固定床
　　２３　　　　循環手段
　　３　　　　　好気性処理手段
　　３１　　　　好気性循環水路
　　３２　　　　固定床
　　３３　　　　循環手段
　　３４　　　　曝気手段
　　Ａ、Ａ’　　有機性廃水処理システム
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